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【
市
か
ら
の
お
願
い

】
広
報
も
と
み
や
号
外
は
、
地
震
災
害
、
放
射
能
問
題
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
周

知
す
る
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
回
覧
さ
れ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
早
く
次
の
方

に
回
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
ど
の
除
染
作
業
に
よ
り
発
生
し
た

土
砂
な
ど
を
一
時
的
に
保
管
す
る
た

め
、
仮
置
き
場
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

仮
置
き
場
を
整
備
し
て
い
く
に
あ

た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

地
区
の
仮
置
き
場
候
補
地
に
つ

い
て
、
情
報
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

放
射
能
除
染
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

☎
６
３-

２
６
８
２

住
宅
除
染
が
終
了
し
て
い
る
和
田
地

区
で
は
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
の
仮
置
き

場
へ
の
搬
入
が
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。

長
屋
地
区
の
住
宅
除
染
は
、
全
体

の
約

パ
ー
セ
ン
ト
が
完
了
し
、
仮

98

置
き
場
へ
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
の
搬
入
が

始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
木
井
戸
上
地
区
の
住
宅

除
染
は
全
体
の

パ
ー
セ
ン
ト
が
完
了

75

し
、
高
木
地
区
の
仮
置
き
場
の
造
成
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
井
戸
上
地
区
以
外
の
高
木
地

区
と
、
仁
井
田
地
区
の
住
宅
除
染
を
進

め
て
お
り
、
今
後
は
、
関
下
地
区
の
住

宅
除
染
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
敷

地
内
の
作
業
に
支
障
と
な
る
も
の
の
片

づ
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
仮
置
き
場
候
補
地
を
探
し
て
い

ま
す
。

市
で
は
、
各
地
区
で
実
施
す
る
住
宅

■
住
宅
除
染
の
進
捗
状
況

■
小
学
生
も
遊
べ
る
遊
具
を
設
置

月
２
日
に
、
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

11
パ
ー
ク
に
、
う
ん
て
い
や
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
な
ど
小
学
生(

中
学

年
程
度)

ま
で
を
対
象
と
す
る
遊
具

を
設
置
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
エ
リ
ア
を

増
設
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

国
の
子
ど
も
元
気
復
活
交
付
金
を

活
用
し
て
整
備
し
た
室
内
遊
び
場
は

県
内
初
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
糠
沢
小
学
校
鼓
笛
隊
や
第

１
保
育
所
園
児
の
演
舞
で
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
室
内
で
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
せ

る
施
設
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

高松市長、根本復興大臣など関係者

によるテープカットでリニューアル
を祝う

いろいろな遊具で遊ぶ糠沢小学校の児童

◆
問
い
合
わ
せ
先

え
ぽ
か
☎

-

２
７
８
０
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仁井田地区の住宅除染の様子

長屋地区の仮置き場の様子
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平
成

年
度
は
６
月
か
ら
、
中
学

25

生
以
下
の
子
ど
も
と
妊
婦
の
皆
さ
ん

に
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
を
着
用
し
て
い
た

だ
き
、
積
算
線
量
を
測
定
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
１
回
目
（
６
月
か
ら
８

月
）
の
測
定
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
６
月
～
８
月
測
定
結
果
に
つ
い
て

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
の
回
収
人
数
は
、

３
，
７
２
３
人
で
、
最
小
値
は
検
出

限
界
値
未
満
、
最
大
値
は
０
・
７
６

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
、
全
体
の
平
均
値
は

３
カ
月
で
０
・
１
９
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

で
し
た
。

▼
こ
れ
ま
で
の
結
果
に
つ
い
て

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
に
よ
る
線
量
の
測

定
を
行
っ
た
平
成

年
９
月
か
ら
平

23

成

年
８
月
ま
で
、
３
カ
月
ご
と
の

25
平
均
値
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【棒グラフの説明】左から、平成23年9月～11月、平成23年12月～翌年2月、平
成24年6月～8月、平成24年9月～11月、平成24年12月～翌年

2月、平成25年6月～8月の順の３カ月平均の測定値

地域別ガラスバッジ測定値(３カ月平均)の推移グラフ
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単位：ミリシーベルト／３カ月

野
口
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
！

こ
れ
ま
で
の
結
果
に

つ
い
て
、
本
宮
市
放
射
線

健
康
リ
ス
ク
管
理
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
野
口
邦
和
先
生
よ

り
次
の
と
お
り
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

時
間
経
過
と
と
も
に
、
平
均
値

が
着
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
減

少
傾
向
が
徐
々
に
緩
や
か
に
な
っ

て
い
る
原
因
は
、
半
減
期
が
お
よ

そ
２
年
の
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
に
起

因
す
る
線
量
の
割
合
が
低
く
な
る

一
方
、
半
減
期
が
お
よ
そ

年
の

30

セ
シ
ウ
ム
１
３
７
に
起
因
す
る
線

量
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
か

ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
平
均
値
は
順
調

に
下
が
っ
て
お
り
、
本
宮
市
の
外

部
被
ば
く
線
量
が
着
実
に
減
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
、
安
全

か
つ
安
心
で
き
る
環
境
に
戻
り
つ

つ
あ
る
こ
と
を
示
す
実
測
デ
ー
タ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課(

え
ぽ
か
内)

健
康
増
進
係

☎

-

２
７
８
０
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平
成

年
度

０
・
４
２

０
・
３
４

平
成

年
度

０
・
２
７

０
・
２
３

０
・
２
０

平
成

年
度

０
・
１
９

▲単位：ミリシーベルト／３カ月

９
月
～

月
11

月
～
２
月

12６
月
～
８
月

９
月
～

月
11

月
～
２
月

12６
月
～
８
月

25 24 23



検出数 最小値 最大値
100ベクレル以
上の検出数

1 柿 113 25 10.00 35.00 0
2 大根 33 3 10.25 36.62 0
3 白菜 27 2 15.51 16.17 0
4 キノコ（イノハナ） 22 22 13.22 1833.20 16
5 ネギ 20 0 検出せず 検出せず 0
6 里芋 18 1 11.13 11.13 0
7 小豆 18 5 11.02 110.28 1
8 さつま芋 13 2 23.05 25.65 0
9 キウイフルーツ 11 3 12.28 27.23 0

10 枝豆 10 2 16.91 17.64 0
11 ほうれん草 9 0 検出せず 検出せず 0
12 銀杏 9 4 12.59 37.53 0
13 キャベツ 9 0 検出せず 検出せず 0
14 オータムポエム 9 1 10.95 10.95 0
15 ブロッコリー 8 0 検出せず 検出せず 0
16 小松菜 8 0 検出せず 検出せず 0
17 リンゴ 7 0 検出せず 検出せず 0
18 カボチャ 7 0 検出せず 検出せず 0
19 カブ 7 0 検出せず 検出せず 0
20 ハヤトウリ 6 0 検出せず 検出せず 0
21 チンゲン菜 6 0 検出せず 検出せず 0
22 春菊 6 2 12.96 38.03 0
23 栗 6 2 34.07 52.72 0
24 イチジク 6 0 検出せず 検出せず 0
25 キノコ（シメジ） 5 3 13.43 44.73 0
26 梅干 5 1 10.79 10.79 0
27 ミョウガ 4 2 23.90 124.63 1
28 ハチミツ 4 2 15.51 27.51 0
29 ジャガイモ 4 1 14.80 14.80 0
30 ユズ 3 3 10.49 22.16 0
31 山ブドウ 3 1 18.30 18.30 0
32 水菜 3 2 113.23 249.95 2
33 ブドウ 3 0 検出せず 検出せず 0
34 葉大根 3 0 検出せず 検出せず 0
35 人参 3 0 検出せず 検出せず 0
36 大根菜（スズシロ） 3 1 30.46 30.46 0
37 食用菊 3 0 検出せず 検出せず 0
38 キノコ（舞茸） 3 2 104.10 343.78 2
39 キノコ（シイタケ） 3 2 391.78 705.60 2
40 かりん 3 1 19.26 19.26 0

№ 品 名 件数

検出されたものの内訳(単位：ベクレル)

１０月に測定した自家用農産物の測定結果は下表のとおりです。自生のキノコは線量
が高い傾向にあります。これらは、必ず測定してから、食べられるかどうか判断するこ
とをお勧めします。

■市内自家用農産物の持込み上位４０品目【平成２５年１０月分】

◆検査のお申し込み先・問い合わせ先
放射能除染・モニタリングセンター ☎６３-２６８２

※農産物を持参する場合は、自宅でよく洗ってから、なるべく細かく（目安として小豆大
程度）刻んで持参してください。また、保冷材などで冷やしてお持ち頂くと正しい数値が
計測できませんので持参する農産物は、常温でお持ちください。

※梅の検査については、潰して種子を取り除いてから、お持ちください。

広報もとみや号外（３）



７
月

日
と
８
月
５
日
の
集
中
豪
雨

27

に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
市
税
な
ど
の
減
免
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

次
に
よ
り
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る

場
合
は
、
減
免
申
請
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
固
定
資
産
税
の
減
免

土
地
や
家
屋
に
被
害
を
受
け
、

固
定
資
産
税
の
納
付
が
困
難
な

方
は
、
減
免
申
請
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
減
免
の
対
象
と
な
る
方
】

①
家
屋
の
被
害
で
、
壁
、
床
、
畳
、

建
具
な
ど
に
被
害
を
受
け
、
修
理

ま
た
は
取
替
え
を
必
要
と
す
る
金

額
が
、
家
屋
の
価
格
（
時
価
）
か

ら
比
較
し
て
、
お
お
む

パ
ー
セ

20

ン
ト
以
上
あ
る
と
思
わ
れ
る
方

②
農
地
な
ど
の
流
失
・
埋
没
の
面
積

が
、
全
体
の
お
お
む
ね

パ
ー
セ

20

ン
ト
以
上
あ
る
と
思
わ
れ
る
方

■
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
の
減
免

住
宅
、
家
財
な
ど
に
被
害
を

受
け
、
市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
方
は
、
減
免
申
請
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
減
免
の
対
象
と
な
る
方
】

③
住
宅
お
よ
び
家
財
（
家
具
・
衣
類
・

電
気
製
品
な
ど
）
の
損
害
が
、
全
体

の
お
お
む
ね

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
あ

30

る
と
思
わ
れ
る
方

④
農
作
物
が
被
害
を
受
け
た
場
合
は
、

減
収
に
よ
る
損
失
額
が
平
年
の
農
作

物
収
入
額
の
お
お
む
ね

パ
ー
セ
ン

30

ト
以
上
あ
る
と
思
わ
れ
る
方

※
③
と
④
の
損
害
で
保
険
金
、
共

済
金
、
損
害
賠
償
金
な
ど
で
支
払

い
を
受
け
る
金
額
を
控
除
し
た
金

額
で
損
害
率
を
判
断
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
減
免
す
る
税
額
等

集
中
豪
雨
が
発
生
し
た
日
以
降
に

納
期
の
末
日
が
到
来
す
る
平
成
25

年
度
の
税
、
保
険
料
に
つ
い
て
、

損
害
の
程
度
に
応
じ
て
減
免
し
ま

す
。

■
申
請
期
限
と
場
所

◆
日
時

月

日
（
水
）
ま
で

12

18

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時

分
～

30午
後
５
時

分
15

◆
場
所

本
宮
市
役
所

市
民
部

税
務
課

※
減
免
申
請
書
は
、
税
務
課
（
市

役
所
）
、
高
齢
福
祉
課
（
え
ぽ

か
）、
地
域
振
興
課
（
白
沢
総
合

支
所
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

◆
申
請
の
際
に
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑
（
認
め
印
）

②
被
害
状
況
の
わ
か
る
書
類

罹
災
証
明
書
（
発
行
な
ど
詳
細

(ア)

広報もとみや号外（４）

は
防
災
対
策
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

建
物
の
面
積
（
１
階
、
２
階

(イ)
の
別
）、
建
築
年
度
、
建
築

価
格
の
わ
か
る
書
類

◆
問
い
合
わ
せ
先

[

税
の
減
免
に
つ
い
て]

税
務
課

☎

-

１
１
１
１

33
（
内
線
１
６
４
～
１
６
６
）

[

介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て]

高
齢
福
祉
課

☎

-

２
７
８
０
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■
農
林
業
災
害
対
策
事
業
資
金
利

子
補
給(

市
単
独
事
業)

復
旧
の
た
め
農
家
が
み
ち
の

く
安
達
農
業
協
同
組
合
よ
り
借

り
入
れ
た
資
金
の
利
子
を
補
給

し
ま
す
。

◆
補
給
対
象

農
作
物
等
：
被
害
率

パ
ー
セ

30

ン
ト
以
上

農
地
・
林
地
：
自
己
所
有
地
ま

た
は
現
に
耕
作
し
て
い

る
農
地
、
管
理
し
て
い

る
林
地

農
業
施
設
：
畜
舎
、
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
な
ど
へ
の
土
砂
の

流
入
に
よ
る
破
損
の
被

害

農
業
用
施
設
：
用
水
路
、
排
水

路
、
取
水
堰
の
流
出
・
決
壊
、

土
砂
流
入
な
ど
の
被
害

◆
貸
付
限
度
額

２
０
０
万
円[

農
地
、
林

地
、
農
業
用
施
設
に
つ
い
て
は
、
５
０
０

万
円
以
内]

◆
貸
付
率

０
・
５
５
パ
ー
セ
ン
ト(

２
・

５
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
う
ち
市
１
・
０
パ

ー
セ
ン
ト
、
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
安
達
１
・

０
パ
ー
セ
ン
ト
負
担)

◆
償
還
期
間

５
年
以
内

■
本
宮
市
農
地
等
小
規
模
災
害
復
旧
事
業

補
助(

市
単
独
事
業)

被
災
し
た
農
地
の
復
旧
に
要
す
る
資

金
を
助
成
し
ま
す
（
た
だ
し
、
国
庫
補

助
対
象
事
業
を
除
く
）
。

◆
助
成
対
象

復
旧
に
要
し
た
費
用
が
10

万
円
以
上

万
円
未
満
の
も
の

40

◆
助
成
率

助
成
対
象
費
用
の

分
の
３

10

以
内

■
機
械
借
上
げ
等
に
よ
る
自
主
的
復
旧
へ

の
補
助(

市
単
独
事
業)

農
地
ま
た
は
、
複
数
の
受
益
者
の
あ

る
農
業
用
施
設
に
つ
い
て
、
自
主
的
に

緊
急
な
応
急
復
旧
を
実
施
す
る
経
費
を

助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象

標
準
事
業
費
が

万
円
以

10

上

万
円
未
満
の
も
の

40

◆
助
成
率

標
準
事
業
費
の

分
の
３
以

10

内
◆
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課

☎

-

１
１
１
１(

内
線
１
５
６)

33

白
沢
総
合
支
所

産
業
建
設
課

☎

-

２
１
１
５(

直
通)

44


